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DREAM CUP RACE REPORT　　
7月13日〜7月14日　神奈川県横須賀市津久井浜海岸
JWAプロツアーの第二戦ドリームカップに出場してきました。今大会
は出場クラスが全部で８クラス設けられ、計400人規模の非常に大
きな大会です。横須賀出身の小泉進次郎議員も来賓でいらっしゃる
予定でしたが今年は予定が合わなかったようです。
結果はUPWINDCLASS準優勝でした。
前回に引き続き入賞できたことを嬉しく思います。全3戦で競われる
このプロツアーでは３大会の合計順位で年間ランキングが決まりま
す。今回の結果から年間ランキングポイントでは１位に上がっていま
す。次回の最終戦ではまだできていない優勝をして、年間ランキン
グ１位を取れるように引き続き練習に励んでいきます。

ここからは少しレース内容に触れていきます。
今回のレースはなんとたった２レース。これも自然を相手にしている
ウィンドサーフィンならではです。レース数が多い大会もあれば今回
のように極端に少ない場合もあります。
レース数が少ない方が、運の要素が少し関わってきます。というの
も、４レース以上成立した場合は、最も悪い得点を排除して合計ポ
イントが出されます。つまり運が悪くて順位を落としたとしてもそれを
なくすことができます。自然相手だと予想外なことが起きることがあ
り、運で下剋上が発生してしまいます。それに対応した平等な仕組
みで、カットと呼ばれます。

今回はそのカットが発生しないレースでしたが、運が絡むようなレース展
開にならなかったので、下剋上が起きずにすみました。安心です。運悪く
順位を落としてカットできないともう絶望します、、、

そしてなんと今回はとても珍しく、上位 3人が同じポイントで並んでしまいました。全員
３ポイント。同じなんです。
なのになんで僕が２位かと言いますと、これには決まりがあるんです。
同じポイントだと一番良い得点の数で決まります。今回は１位を取っているのが 3人
中2人。それぞれ１回ずつ。これで一人脱落して３位が決まります。そしたら次は、最
後に１位をとった方が有利になります。僕は最後のレースは３位なので残念ながら準
優勝です。
ここまで同じになるのは珍しいです。



レースは非常に弱い風で行われ、スタートから全員で漕ぎ漕ぎ漕ぎ。とにかく体力が削ら
れるレース展開でした。梅雨末期のこの7月中頃では風が吹かないことが多く、今回のよ
うな風が弱い状況で行われるか、低気圧でとんでもない強風になるかの２択です。今回は
前者でした。
１レース目はかなり激しい１位争いになり、フィニッシュ直前で、風の変化を読んで当てた
ことで１位に順位をあげてそのままフィニッシュ。全力で漕いだのですが気温と水温が高い
ために完全にバテてしまいました。
１レース目が終わって10分ほどで次のレースがすぐ始まり、体温を冷やすのが間に合わ
ず、そのまま疲労を持ち込むこととなってしまいました。
結果、２レース目は最後まで体力が持たずに３位。この酷暑での体調管理の難しさを感じ
させられました。
最近はとにかく水温が高いです。練習で疲れた体を海で冷やしたいですが、海がぬるいの
で気持ち良くないんですよね、困ったものです。冬は冬で冷えて体の動きが悪いのでどっ
ちもどっちですが、ウェットスーツで暖かさを調整できる冬の方がまだマシと言えるかもし
れません。本当に海水がぬるいので海遊びならちょうどいいと思います。みなさん津久井
浜でウィンドサーフィンを体験してみましょう！お待ちしてます！

最後まで読んでいただきありがとうございます
次回のレースは9月７日〜8日、浜名湖で行われます。
年間ランキング優勝目指して頑張ってきます


